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東 邦 大 学 医 療 セ ン タ ー 佐 倉 病 院

患者の権利

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます

さくらだより　vol.53　winter 2023 T o h o  U n i v e r s i t y  S a k u r a  M e d i c a l  C e n t e r

基 本 理 念

●質の高い医療を安全に提供する病院

●地域に貢献する病院

●人間愛を共有する病院

●楽しく明るくチャレンジする病院

●良き医療人を育成する病院

～ 患 者 さ ん と 病 院 を 結 ぶ 情 報 誌 ～

　あけましておめでとうございます。皆様におかれ
ましては、穏やかな新年をお迎えのこととお慶び申
し上げます。
　当院は、国の政策に基づき「かかりつけ医」と
「大学病院」の役割分担を明確にし、在宅医療を
含む地域の医療関係機関と協力しあって、質の高
い高度な医療を安全に提供しております。また、
当院では昨年４月から救急専門医・指導医の医師
が救急部で活動しております。まずは日勤帯の救
急要請についての強化を図っており、地域の医療
機関からの救急要請のみならず、地域の方々に安
心して暮らしていただける環境を提供することを
心がけております。
　今後、2024年を目指して、医師の働き方改革に
拍車がかかります。医師の働き方改革は、良質かつ
適切な医療を効率的に提供する体制の確保が目標に
なっています。加えて、当院には、ある特定の看護
分野において熟練した看護技術と知識を修得し、看
護協会などの組織が認定する資格を得た看護師（専
門看護師、診療看護師、認定看護師、特定看護師）

を積極的に育成しています。それぞれの分野で活躍
しており、今後の医師の働き方改革にも大きな力に
なるだけでなく、より充実した医療が提供できると
信じています。さらに、今後は主治医制から複数の
医師での担当医制を目指しています。緊急でない病
状説明などは担当医が診療時間内に行い、時間外で
あれば担当医以外の宿直医・当直医が対応します。
いずれも多様化する社会のニーズに合わせてより
良い医療を提供するために厚生労働省が推し進めて
いる施策をもとに地域の実情を鑑みながら行ってお
り、今後とも皆さまのご理解とご協力をお願いする
次第です。
　新年にあたり教職員一同気持ちを新たにして、
地域のために安全で質の高い医療の提供を目指し
て、真摯な姿勢で医療に取り組んで参りますので
何卒よろしくお願いいたします。
　最後になりましたが、この新しい年が皆様にと
りまして素晴らしい１年になりますように心から
祈念いたしまして新年のご挨拶とさせていただき
ます。

東邦大学医療センター佐倉病院　病院長　吉田 友英

新年のご挨拶

　21世紀は脳の世紀ともいわれます。各種メディアで「認
知症」が大きく取り上げられ、社会的な関心が高まっていま
す。佐倉病院でも、2009年秋に公開講座「認知症」を初
めて取り上げ、大好評を博しました。以来2020年はコロ
ナ禍で休止したものの、2021年 11月ウェブ講座の形で
再開し、同13回東邦大学佐倉病院WEB公開講座「認知症
と共に歩む～予防と治療ケア Fiat Lux」が 2022年 11月
26日（土曜）に行われました。若い皆様を中心に多数の参
加を賜り、心より御礼申し上げます。
　佐倉病院では、2007年に脳神経内科「ものわすれ外来」
が開始され、2011年「認知症さくらパス」、2013年に
「認知症疾患医療センター」指定（～2019年）、2016年
「佐倉市初期集中支援」、2017年「認知症と運転の診断書」、
2018年「ほほえみケアチーム（せん妄予防・認知機能相
談チームDST）」、2021年「認知症アウトリーチ」が、認
知症認定看護師飯村さん、脳神経内科榊原・澤井医師、メン
タルヘルスクリニック桂川・松崎・林医師、脳外科根本・長
尾医師、放射線科寺田・中塚医師、精神保健福祉士鈴木さん、
リハビリテーション部寺山・土屋さん、薬剤部土井・井澤さん、
臨床心理士尾形さん、各病棟リンクナースを中心に始まって
います。今回の公開講座は、DSTと関連部署が力を合わせ、
初めて実現できたものです。
　当院吉田病院長のビデオ挨拶に続いて、西田三十五佐
倉市長よりビデオメッセージを賜りました。第１部（認
知症の診断治療）では、榊原より「高齢患者さんと神
経内科治療」に続いて、中塚医師より「画像診断」、桂
川医師より「精神科治療」、薬剤部土井さんより「薬剤
の留意点」、長尾医師より「脳外科治療」、第２部（認
知症のケア）では、看護師飯村さんより「アドバンス・

ケア・プラニング」、リハビリテーション部寺山さんより
「コグニサイズ」、佐倉市志津南部初期集中支援センター 高
橋・飯田さんより「地域での支援の実際」、臨床心理士尾形
さんより「患者さんと家族の心理」についてお話を頂きまし
た。最後に、公益社団法人認知症の人と家族の会千葉県支部 
廣岡成子様よりご挨拶を賜りました。
　参加された皆様には、認知症についての理解を深め、日頃
の疑問点を解消し、当院でのトータルケアを十分理解頂けた
ものと思います。当日のスライドとアンケート集計結果が、
病院ホームページからアップされます。ぜひチェックしてみ
てはいかがでしょうか。

「Luctor et Emergo（希望）・Ad Meliora（学び）・Fiat Lux（光へ）」
～神経チーム公開講座を終えて !!
脳神経内科　教授　榊原 隆次

開催予定日時：３月25日（土）14：00～15：30
担当：脳神経内科・脳神経外科・整形外科・放射線科・

薬剤部・リハビリテーション部・看護部・
ソーシャルワーカー

＜地域で考えるケアと治療＞　歩行障害

佐倉病院WEB公開講座のお知らせ 　身近な疾患や症状をテーマにした公開講座を企画してお
ります。多くの市民・医療関係者の皆様にご参加いただき、
病気の予防や早期発見、地域医療の発展に役立てていただ
ければと存じます。
　講演テーマなどの詳細につきましては、院内掲示および
ホームページなどでご案内致します。ご不明な点や講演テー
マのご要望などございましたら、総務課にご連絡下さい。

担当：教育支援室

WEBでのご参加をお待ち致しております
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外来受診のご案内
■開扉時間　8：10
■受付時間　初診 8：30～11：00
　　　　　　再診 8：30～11：00
　　　　　　※一部診療科では午後の受付となる場合があります

■休 診 日　日曜日・祝祭日・第3土曜
　　　　　　創立記念日（6月10日）
　　　　　　年 末 年 始（12月29日～1月3日）
■代表電話番号　043-462-8811
　予約変更専用　043-462-0489（平日14時～16時）
■健康保険証（原本）、その他の公費負担受給者証（原本）
を必ずご持参下さい。
■各科外来担当医はホームページをご覧ください。

※ 平日同様に外来・手術等を
しております。

平日診療体制
※ 救急のご依頼はお問い合わせ
ください。

休　診

以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせていただきます。

祝　日
2023年 1月 9日（月）
2023年 5月 3日（水）

土　曜
2023年 1月 7日（土）
2023年 5月13日（土）

2023年 診療体制変更（祝日・土曜）について

認知症認定看護師飯村さんを中心とした
ほほえみケアチーム（せん妄予防・認知
機能相談チーム・認知症サポートチーム
DST）メンバー西田三十五佐倉市長
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　足の動脈が詰る病気である、「下肢動脈疾患・重症
下肢虚血」は糖尿病や透析患者の増加、高齢化に伴い
増加傾向にあります。当院での治療の取り組みをご紹
介致します。
　歩行時の痛みなどの症状は歩行し続けることで改善
することがあります。足の血管は複数ありますので、
運動療法で狭くなっていない他の血管を発達させるこ
とで、症状が緩和されます。また、当院では「下肢閉
塞性動脈疾患に伴う歩行時下肢痛に対する新薬の治
験」に参加しています。この新薬は血管の太さを調節
する機能に働いて狭くなっている血管を広げ、足の血
液を流れやすくし、歩行時間を延ばすことが期待され
ます。心臓リハビリテーション医や理学療法士が治験
の運動負荷試験を担当し、治験コーディネーターと共
にチームで取り組んでおります。
　運動・薬物療法で不十分な場合、狭く
なった血管を広げるカテーテル治療を検
討します。跛行の方には膝上まで、重症
下肢虚血（血流不全で足にできた傷が治
らない）の方には膝下までの動脈に治療
を行います。治療は狭くなった血管の中
を風船で広げたり、ステント（金属の
チューブ）を留置して広げた状態を保持
します。それにより歩行時下肢痛の改善
や、足の傷の治癒促進が期待されます。

　カテーテル治療以外にも和温療法、悪玉コレステ
ロール吸着療法、外科治療（バイパスなど）など、症
例毎に最適な治療法を検討し、最大限下肢切断を回避
する努力をしています。潰瘍や壊死を来している場合
は、皮膚科や形成外
科、整形外科と連携し
て治療を行なっており
ます。
　歩行時下肢痛、足の
冷感、潰瘍があるな
ど、下肢虚血の疑わし
い症例は、循環器内科
及びEVT外来が窓口
となりますのでお気軽
にご相談ください。

多職種で取り組む血管治療（治験）について
循環器内科　院内講師　美甘 周史

手術室（２室増設）が完成しました
用度管財課　藤井 竜司

　いままで手術室が不足していたことにより、手術を
必要とする患者さんの待機期間が長くなっていまし
た。お待たせしている状況を解消するために、令和３
年７月より、HCU新設、ICU移転を含めた、手術室
増設（11番・12番の２室分）工事を行ってまいりま
した。
　本年４月末に工事引き渡しを済ませて、機材搬入や
安全チェック等の準備期間を経て、７月末より新しい
手術室がオープンしました。
　一室あたりの広さは70㎡を超え、様々な手術に対
応できるよう整えています。手術室11番は、先端医
療機器である「ロボット手術支援システム（ダ・ヴィ
ンチ）」を常設し、本機器を用いた手術の増加を目指
します。
　手術室12番については、将来における先端医療機
器の導入を強く意識しており、医療技術の進化にも十
分対応できる仕様としております。

　工事期間中は、騒音や振動の発生により、ご不便や
ご迷惑をお掛けする場面が多々ございました。皆様に
おかれましては、ご理解賜りましたこと厚く御礼申し
上げますとともに、病院スタッフ一同、医療を通じた
地域社会への貢献に益々努めてまいります。

昇 任 の ご 紹 介

呼吸器外科　教授　佐
さ の

野 厚
あつし

　2022年10月１日に呼吸器外科の教授となりました。
　2000年に東京大学を卒業し、三井記念病院・東京大学医学部附属病院・国立病院
機構東京病院・ウィーン医科大学病院・茅ヶ崎市立病院などさまざまな病院で呼吸器
外科診療を経験してきました。
　佐倉病院に赴任したのは2019年４月で、それ以降、佐倉病院の呼吸器外科診療を
発展するように奮闘してきました。
　呼吸器外科で多い手術は肺癌・気胸・縦隔腫瘍などです。これらの手術について、
わざわざ遠くの病院まで行かなくても、佐倉病院で手術を受けられるよう、幅広い呼

吸器外科手術を行えるようにしてきました。胸腔鏡をはじめとして様々な新しい機器・器具を導入し、手
術後の鎮痛薬やリハビリテーションについても工夫を重ね、できるだけ手術後に痛くなく順調に回復する
ような手術を心がけています。
　佐倉病院では救急部の体制を増強したり、手術室やICU/HCUの増室・改築を行ったりして、手術を含
めた急性期医療の体制強化を行っています。それに伴って呼吸器外科でもより多くの手術ができるように
なっています。
　手術は受けたい人はいませんし、やむを得ず受けなければならないものではありますが、呼吸器外科手
術が必要になった方にはできるだけ苦痛が少なく手術が受けられるようにとこれからも改良を続けていき
ます。今後ともよろしくお願いいたします。

昇 任

治験TMT中の写真
※TMTとは、トレッドミル負荷試験
（Tread Mill Test）の略で運動
負荷試験のことです。

増室した手術室（11番）

EVT（カテーテルによる血管内治療）の写真

治療前

A

ステント留置

B

治療後

C

消化器外科　講師　佐
さとう

藤 雄
ゆう

　2022年４月に札幌医科大学より帰局し、このたび東邦大学外科学講座一般・消化
器外科学分野（佐倉病院）講師に昇任いたしました。
　私は2003年に福島県立医科大学を卒業し、これまで消化器外科医として国内外の
様々な施設で研鑽を積んでまいりました。専門は大腸外科で、とくに大腸癌治療につ
いては専門施設で高度かつ先進的な医療を多く経験しております。例えば、直腸がん
における肛門温存手術などがその一つです。またこれまで築き上げてきた幅広い人的
ネットワークも自身の強みであると自負しております。これらを活かしながら、腹腔
鏡手術やロボット支援手術などの低侵襲手術にかぎらず、放射線治療や薬物療法を組
み合わせた集学的治療に至るまで、患者さん一人一人にとって最適で満足度の高い医
療を提供していきたいと思っております。今後ともどうぞ宜しくお願いいたします。

昇 任

循環器内科　院内講師　美
みかも

甘 周
ひろ し

史
　この度、東邦大学医療センター佐倉病院内科学講座の院内講師に昇任いたしまし
た。東邦大学を2004年に卒業後、佐倉病院で初期研修を経て、2008年より佐倉病
院循環器内科医として循環器内科全般を診療してまいりました。2011年にカテーテ
ル班メンバーとなり、狭心症、急性心筋梗塞、下肢動脈疾患、重症虚血肢などに対す
るカテーテル治療に従事しております。これら動脈硬化性疾患は糖尿病や透析患者の
増加、高齢化に伴い増加傾向にあります。近年デバイスの進歩により治療成績向上、
治療適応拡大があり、カテーテル治療の役割は大きくなっております。地域のニー
ズに答えられるよう日々精進してまいります。今後ともどうぞ宜しくお願いいたしま
す。

昇 任


